
モ ス リ ンモ ス リ ン ～由来と用途～～由来と用途～
モ ス リ ン （ M u s l i n ） は 、 メ ソ ポ タ ミ ア の チ グ リ ス 川 西 岸 の 都 市 モ ス ル （ 現 イ ラ ク ） で 織 ら れ た 薄

手 の 単 糸 ・ 平 織 り の 綿 布 で 、 ア ラ ビ ア 人 が モ セ リ ニ （ M o s s e l i n i ） と 名 付 け 、 他 地 方 へ 輸 出 し 、 フ

ラ ン ス で モ ス リ ン と 呼 ば れ た の が そ の 由 来 で あ る 。 つ ま り 、 も と も と は 上 質 の 綿 単 糸 を 使 用 し

た 、 平 織 の 綿 布 で あ っ た 。 羊 毛 ・ 絹 の モ ス リ ン を 毛 モ ス リ ン 、 絹 モ ス リ ン と 呼 び 、 フ ラ ン ス 語 で

Mo u s s e l i n e d e L a i n eお よ び Mou s s e l i n e d e S o i e sと 表 記 す る 。

わ が 国 へ の 伝 来 は 、 慶 長 年 間 （ 1 5 9 6 - 1 6 1 5 ） に 伝 わ っ た ゴ ロ フ ク リ ン （ g r o f - g r a i n 、 オ ラ ン ダ

か ら 輸 入 さ れ た 毛 織 物 ） が 初 め の よ う で 、 そ の 後 、 幕 末 期 に 輸 入 さ れ た 羊 毛 の モ ス リ ン は メ リ

ン ス ま た は 唐 縮 緬 な ど と 称 さ れ た 。 明 治 末 期 に は 毛 織 物 の 輸 入 が 急 増 す る な か 、 毛 布 や ラ シ
と う ち り め ん

ャ と と も に 衣 服 や 日 用 品 と し て モ ス リ ン が 使 用 さ れ る よ う に な っ た 。

日 本 で モ ス リ ン と 言 え ば 、 羊 毛 モ ス リ ン を 指 す 。 モ ス リ ン は 、 絹 織 物 よ り も 安 価 で あ る が 、 軽

く 、 温 か く 、 輸 入 化 学 染 料 に よ る 友 禅 染 法 の 確 立 に よ り 、 鮮 美 な 模 様 の 着 尺 が で き る よ う に な

り 、 大 衆 的 な 着 尺 と し て 普 及 し た 。 日 本 の 和 服 文 化 を 育 て た モ ス リ ン で あ っ た が 、 現 在 は 需 要

は 減 少 し て い る 。

左上・右上・左下：

捺染モスリン（友禅）の長襦袢 （個人蔵）

東海の綿織物・毛織物と産業遺産 Ⅲ 毛紡績・毛織物(２)
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無地モスリンの腰紐

（個人蔵）

モ ス リ ン の 種 類 と 用 途

モ ス リ ン の 主 た る 用 途 は 着 尺 （ 着 物 の 反 物 ） で あ る 。 着 尺 の 中 に 捺 染 （ 友 禅 ） モ ス リ

ン と 無 地 モ ス リ ン と が あ る 。

◆ 捺 染 モ ス リ ン 蒲 着 物 の 表 地 （ 友 禅 、 小 紋 ） 、 長 襦 袢 （ 主 と し て 友 禅 ） な ど

◆ 無 地 モ ス リ ン 裾 除 け 、 八 掛 な ど

モ ス リ ン の 着 尺 以 外 の 用 途 と し て 、 布 団 裏 地 、 布 団 表 地 、 風 呂 敷 、 幕 地 、 国 旗 （ 日

の 丸 ） 、 家 具 裏 な ど が あ る 。


